平成29年の大阪経済
－大阪経済は緩やかな回復が続いた－
　商工労働部（大阪産業経済リサーチセンター）は、府内の経済動向について四半期ごとに『おおさか経済の動き』としてとりまとめています。このたび、平成29年の年間の経済動向を『平成29年のおおさか経済の動き』として発行しました。その概要は以下のとおりです。
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平成29年の大阪経済は、堅調に推移する世界景気の下で輸出の増加が続いた。内需は、住宅投資が低調であったが、消費が底堅く推移し、設備投資の復調もあり、緩やかな回復が持続した。生産は、年初には好調であったが、やや弱い動きとなった。完全失業率は低い水準で推移し、就業者数が増加するなど、雇用は堅調に推移した。
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